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し
っ
か
り
　
地
図
を
見
て

　
野
山
の
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
地

図
と
磁
石
を
手
に
、
き
め
ら
れ
た
い
く

つ
か
の
地
点
を
、
で
き
る
だ
け
早
く
さ

が
し
て
ゴ
ー
ル
す
る
、
と
い
う
新
し
い

ス
ポ
ー
ツ
、
こ
れ
が
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
で
す
。

　
江
南
村
は
、
地
形
が
よ
い
の
で
、
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
に
最
適
の
地
で
あ

る
と
、
大
変
好
評
で
す
。

　
秋
晴
れ
の
十
月
二
十
九
日
、
県
と
熊

谷
市
、
お
よ
び
村
の
教
育
委
員
会
に
よ

る
大
里
地
区
オ
リ
エ
ソ
テ
ー
リ
ソ
グ
が

南
地
区
全
域
を
コ
ー
ス
と
し
て
行
な
わ

れ
、
五
百
人
に
も
お
よ
ぶ
参
加
者
で
、

一
日
中
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

　
【
写
真
は
、
親
地
図
か
ら
コ
ー
ス
を

　
写
す
家
族
グ
ル
ー
プ
】

ラ

磨
（11月1日現在）面積…22．34平方キロ世帯…1，733＜村勢＞総人口・一8，050（男43000女4，050）
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（2）広報こうなん昭和47年11月25日

・
昭
和
四
十
六
年
度
一
般
会
計
を
は
じ
め
、
国
保
特
別
会
計
、
水
道
事
業

会
計
の
決
算
は
、
さ
る
九
月
二
十
五
日
か
ら
三
日
間
開
か
れ
た
、
第
三
回

定
例
村
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
億
、
最
終
予
算
額
三
億
四
千
百
十
七
万
六
千
円
に
対
す
る

収
入
額
は
三
隠
四
千
四
百
四
十
一
万
三
千
円
で
一
〇
〇
・
九
響
、
支
出
額

は
三
億
二
千
三
百
八
十
一
万
九
千
円
で
九
十
四
・
九
響
と
、
極
め
て
堅
実

な
実
績
を
示
し
、
財
政
の
健
全
化
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
産
業
の
振
興
、

生
活
環
境
の
整
備
、
教
育
文
化
の
向
上
な
ど
の
諸
施
策
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

澱
撫
千
竪
講
議

で
、
村
民
一
人
あ
た
り
四
万
三
千
三
百

二
十
八
円
、
一
世
帯
あ
た
り
に
す
る
と

二
十
万
二
千
七
百
十
五
円
に
な
り
ま
し

た
。

歳入総額3億4千441万2千円
歳出総額3億2千381万9千円

　
収
入
の
な
か
で
最
も
多
い
の
は
地
方

交
付
税
で
、
一
億
三
千
百
六
十
万
七
千

円
で
全
体
の
三
十
八
・
二
響
を
し
め
て

い
ま
す
。

　
次
い
で
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
い
た
村
税
で
八
千
五
百
七
十
四
万
三

千
円
、
二
十
四
・
九
響
に
あ
た
り
ま
す

こ
れ
を
村
民
一
人
あ
た
り
に
す
る
と
、

一
万
七
百
八
十
七
円
、
一
世
帯
あ
た
り

五
万
四
百
六
十
七
円
と
な
っ
て
い
ま
す

　
こ
の
ほ
か
国
や
県
の
補
助
金
、
村
債

自
動
車
取
得
税
交
付
金
や
自
動
車
重
量

税
な
ど
、
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す

眺
．
、
．
、
‘
、
、
．
》
“
　
支
出
の
総
額
は
三
億
二

議
雛
千
三
百
八
士
万
九
千
円

で
、
村
民
一
人
あ
た
り
四
万
七
百
三
十

七
円
、
一
世
帯
あ
た
り
十
九
万
五
百
九

十
四
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
内
訳
は
、
下
の
表
や
グ
ラ
フ
の
と
お

り
で
す
が
、
性
質
別
で
は
投
資
的
経
費

の
建
設
事
業
費
が
ト
ッ
プ
で
、
一
億
一

千
四
百
三
十
四
万
八
千
円
、
総
額
の
三

十
五
・
三
蓄
を
し

め
て
い
ま
す
。
お

も
な
も
の
は
農
業

総
合
セ
ン
タ
ー
の

建
設
費
や
、
道
路

の
改
良
・
舗
装
、

坂
上
公
民
館
の
建

築
費
な
ど
で
す
。

　
消
費
的
経
費
で

は
、
人
件
費
の
九

千
三
百
三
十
八
万

四
千
円
、
物
件
費

の
三
千
八
百
五
十

一
万
八
千
円
、
補

助
費
の
二
千
五
百
．

三
十
七
万
八
千
円

で
へ
そ
の
他
で
は

積
立
金
、
繰
出
金

公
債
費
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

地方交付税
　131，6Ω7千円

　　　　38．2％

　　　　総　　　額　　◎323，819千円
歳出の内訳　割　　合　◆100・0％
　　　　村民廿人当り　　翻40，737円

　　農林水産業費
　　◎30，578千円
o　　　φ烈．9％
　　騒10，137円、

　　民　生　費
写　’　　　　◎12，669千円

　　　◆3．9％
　　　團1，594円

　　　総　務　費
　6翻妙謙i鍔

　　　公　債　．費

夕欝製禦
　　　　囲1，406円

　　　土　木　費　⑪　　　り

鴫憂離解’
　　　衛・生　費
　　　　◎8∫599千円

　　　教　育　費L　ご　謹　　　⑨44，405千円

　　　　　■　　　　◆ユ3．7％
　　　　圏5，586円

　　　臼消　防　費

’
鞭 ．蹴

　　　諸支出金 　　　商　工　費轡　　　　◎1，577千円

　　　　㊥0．5％
　　　　圏　198円

　　　議　会　費
・
』

　　　　◎12，821千円
　　　　⇔4，0％
　　　　，＿　　　團1．613円

　　　　災害復旧費
＿　　z　　　◎485千円

壌滅趨脇

村債　 歳入総額

　38100千円

繰越金　　　15，787千円

自動車取得・重量税　　10，529千円

使用料・手数料　　　　5，738千円

諸収入　　　3，821千円
財産収入　　　　　　　3，570千円

分担金・負担金　　　　3，361千円

寄附金・交通対策交付金　687千円

（単位　円）○みなさんの税金は

昭和47年3月31日現耗琶帯数1，699で計算
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昭和47年11月25日広報こうなん（3）

一般会計

こ
の
よ
う
な
建
設
事
業
を

　
　
　
　
　
　
　
行
な
い
ま
し
た

・
農
業
総
合
セ
ソ
タ
ー
の
建
設

・
板
井
地
内
の
農
道
舗
装

・
須
賀
広
、
小
江
川
地
内
の
農
免
道
路

整
備
・
和
田
川
堺
橋
下
の
災
害
復
旧
事
業

・
県
営
江
南
土
地
改
良
事
業
の
調
査
、

設
計・
御
正
堰
、
山
王
用
水
、
小
原
、
和
田

川
の
各
土
地
改
良
事
業
の
補
助

・
防
犯
灯
の
新
設

・
道
路
反
射
鏡
の
新
設

・
下
押
切
地
内
の
道
路
擁
壁
工
事

・
須
賀
広
、
小
江
川
、
塩
地
内
の
道
路

改
良
事
業

・働覇　．　35錫
麹訴円　歳出総額
　7．8％　　　　　　（性質別）

　　輔費　3億2・3819千円

紫翻　　　　、

と
上
押
切
、
上
新
田
、
成
沢
、
須
賀
広

野
原
、
小
江
川
地
内
の
道
路
を
舗
装

・
下
押
切
、
板
井
地
内
の
橋
り
ょ
う
を

新
設・
北
小
学
校
の
フ
ェ
ソ
ス
工
事

・
中
学
校
北
運
動
場
の
整
備

・
幼
稚
園
バ
ス
の
購
入

・
坂
上
公
民
館
の
建
設

　
国
保
会
計
の
約
七
十
七
欝
を
し
め
る

医
療
費
は
、
前
年
に
く
ら
べ
二
十
二
・

六
響
と
非
常
に
高
い
伸
び
率
を
示
し
て

お
り
ま
す
が
、
歳
入
総
額
で
五
千
六
百

九
十
五
万
四
千
六
百
七
十
円
に
対
し
、

歳
出
総
額
は
四
千
七
百
五
十
二
万
五
千

人件費
　93，384千円
　　28．8％

O目的別の経費の内訳は

五
百
八
十
三
円
と
な
り
、
差
引
九
百
四

十
二
万
九
千
八
十
七
円
の
剰
余
金
を
残

し
て
決
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
保

険
税
は
、
前
年
に
対
し
て
十
五
・
八
蓄

増
で
ム
世
帯
平
均
一
万
八
千
七
百
五
十

八
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
一
世
帯
当
り
診
療
費
に
つ
い
て

み
ま
す
と
三
万
六
千
十
七
円
と
な
っ
て

お
り
、
被
保
険
者
一
人
が
こ
の
一
年
間

に
約
三
・
八
回
病
気
に
か
か
り
、
ま
た

日
数
で
は
平
均
十
二
日
聞
通
院
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
国
保
へ
の
加
入
世
帯
は
年
度
末

現
在
で
一
千
四
十
世
帯
、
被
保
険
者
数

は
三
千
八
百
五
人
で
村
の
人
口
の
約
四

十
八
響
の
人
が
国
民
健
康
保
険
へ
加
入

し
て
お
り
ま
す
。

昭和46年度決算と国保事業のしくみ

　　　　　　　　保険施設費
、＿＾，＿．，＿帰　　　　　　　　　1，768，679円3．7％

その他の支出
3，203，879円6・7％

二f　4，279，502円9．0％

瀬窪1絆他3．5％鶉 費
費
費
ト
他

　
　
　
か
ツ

産
祭
児
セ
の

　
　
　
ル

助
葬
育
コ
そ

％　歌

需恥馳
嬉
o
臨
1

口
q
α

q
O
巳

響
δ
甲

　
　
　
　
『

　
　
隈
■

経務費

・轡
　療養の給付
36，623，939円

　77．1％

ス笈Vノ和‘円　　　　　　　　　　　洛

623・939円　　。税
7．1％　　　　．　　鞭
　　　　　　　　　や
　　　　　え（D軸

騨影　騰葡

　　治瘍費の3割

その他の収入
　1，026，121円　1．8％

ロ”lq

Olo

蘇騰。蒲論
21・3％歳入34・3％
　　　56，954，670

　　　　　円

＼

国・県補助金
　24，289，119円

　　　42．6％

・

7

諸
藷

加
、皿

口
灘
　『彰　　　　　蜀
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“

紹
和
四
十
跡
年
度

，
．
、
水
、
道
事
業
の

決
算
認
定

第
次
拡
張
工
事
も
お
わ
惹
．

、
昭
和
四
十
六
年
度
鉱
水
道
蕪
業
会
詐

決
算
も
、
一
般
会
計
決
算
に
引
き
続
い

で
・
一
．
．
過
日
0
村
議
会
で
認
定
ざ
れ
髪
し

た
の
で
、
ぞ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。0
収
益
的
収
入
と
支
出

・
こ
の
部
門
は
営
業
面
を
あ
ら
わ
す
も

の
で
、
総
収
入
額
二
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

八
百
四
十
九
万
二
千
円
　
　
』
』
肝

　
　
　
　
　
　
　
一
　
、
、
　
　
、
他
、
2
5

に
対
し
て
q
支
拙
額
は
一
、
｛
の
執

二
千
八
百
七
十
五
万
三
　
　
　
そ

千
円
で
、
差
引
き
二
十

述
の
一
乎
判
の
純
損
失

ど
な
ゆ
ま
し
た
。

O
資
本
的
収
入
と
支
出

．
ご
れ
は
資
本
構
成
を

あ
ら
わ
す
奪
の
で
ひ
総

収
入
頻
幕
、
盾
竿

六
万
六
千
円
に
対
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ト

支
出
額
は
四
モ
阻
首
ニ

　
　
　
　
　
ノ
ノ
ン
ム
て
ず

十
九
万
八
千
円
宏
楼
ザ

差
引
き
一
、
千
百
洒
辻
土

万
コ
碍
σ
漣
難

生
じ
ま
し
た

　
収
益
的
収
麦
の
損
咲

額
と
、
資
本
的
収
支
の

不
足
額
に
つ
い
て
は
、

舞水道事業会計の決算

492千円

収益的収支
　　収入　28

い
ず
れ
も
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
し

た
。
0
業
務

　
給
水
戸
数
は
一
千
四
百
七
戸
、
給
水

人
口
七
千
三
百
八
十
九
人
、
年
間
総
給

水
量
五
十
三
万
一
千
二
百
六
十
四
立
方

耕
を
記
録
し
て
、
前
年
度
よ
り
三
十
二

朕八 ∠o，q・」∠T［

羅難講蒙蒙麟㈱i麹蒙
受託工事収益
　　6，182千円

支出　28，753千円

．．護営業経蟻 　　　　　蘇．猟・鱗鍵霧曝灘
人　件　費
　5，522千円

減価償却費・』

5，117千円

支払利息
3，797千円

負担金2，053千円

一般会計　813千円

資本的収支、

　収入　β2．866千肉

歪業債．．紹㈱0藤関

企業債償還金1，251千円支出　44，298’千円

　　　　　　　團　　　　　　　雛　　　　　　嬰　　　　　0　　　　43　　　費　　良　議　瓦建

・
三
欝
も
増
加
し
ま
し

た
。’

、
夏
期
の
需
要
増
加
に

対
し
て
も
断
水
や
減
水

す
る
こ
と
な
く
、
給
水

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
O
建
設
改
良
事
業

　
昭
和
四
十
六
年
度
は

第
一
次
拡
張
事
業
の
第

二
年
度
工
事
と
L
て
、

送
水
管
お
よ
び
配
水
管

を
九
千
百
七
十
四
折
、

遠
方
操
作
電
線
二
千
三

百
規
の
布
設
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

㊦
貸
借
対
照
表

　
下
の
表
の
と
お
り
水

道
事
業
会
計
で
は
、
一

億
三
千
七
百
八
十
万
八

千
六
百
六
十
二
円
の
資

産
を
有
し
て
い
ま
す
。

（昭和47年3月31日現在）貸借対照表

資　産．の　部 負漿　資溝の部

准形固建資産

塞　　　　　嬉

償　却　資　産

減価償却引当登

流動資産
鳴i金漫びi預登

黍　　収　　螢

漿　　蔵

　　圭

　　　　闊

　2089000
135032166

流動魯債
兼　　i抵　　登

資　　　泰

　自醗．資蒸登
継　　業　　債

資黍剰余金

　　　茉

　　　　周

　鷺635198

線一霊　4635198

132004蓬95
3塗96罪162

8蜜1829蓬9

11023353
250378黛

2931237
26騒1灘

580畦垂蟹

　塗腕8囎66213馨808662

工
業
調
査
を
お
願
い

　
期
日
は
1
2
月
31
日
現
在
で

　
通
商
産
業
省
で
は
、
毎
年
十
二
月
三

十
一
日
現
在
で
工
業
統
計
調
査
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
製
造
業
に
関
す
る
国
勢

調
査
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
製
造
業

の
実
態
を
構
造
的
に
は
握
す
る
も
の
で

各
種
の
経
済
分
析
や
国
、
県
、
村
の
産

　　　繍i：i嶽
…黍i蝋

参知らせ

　・→漁
　ドン
寧岬轄》、

業
振
興
、
地
域
開
発
な
ど
各
種
の
行
政

施
策
の
基
礎
資
料
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
に
あ
た
っ
て
は
（
各
事
業
所
に

調
査
員
が
伺
い
調
査
票
の
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
か
ら
、
お
手
数
で
も
指
定
さ

れ
た
期
日
ま
で
に
、
該
当
事
項
に
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

　
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計
法
に

よ
つ
て
秘
密
は
守
ら
れ
、
統
計
目
的
以

外
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
正
し

い
報
告
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

畷
第
一
投
票
所
は

岬
　
農
業
総
合
碗
ワ
に

バ
　
み
な
さ
ん
が
行
な
う
選
挙
の
第
一
投

ぱ
票
区
は
、
こ
れ
ま
で
御
正
農
協
集
繭
所

｝
で
、
投
票
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

㌦
十
二
月
十
日
の
衆
議
院
議
員
の
選
挙
か

へ
ら
は
、
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
に
変
更
す

一
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

凹
　
場
所
は
御
正
農
協
の
す
ぐ
北
側
で
、

㎡
こ
と
し
の
五
月
完
成
し
た
建
物
で
す
か

｝
ら
、
投
票
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ち
が
い

㌔
の
な
い
よ
う
、
入
場
券
等
を
よ
く
ご
覧

㌔
く
だ
さ
い
。
■

伽
共
同
募
金
に
感
謝

｝
　
　
総
額
十
七
万
六
千
余
円

“
　
十
月
実
施
い
た
し
ま
し
た
共
同
募
金

〉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

㌔
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

㌦
　
募
金
額
を
左
記
の
と
お
り
得
ら
れ
、

ρ
県
共
同
募
金
会
に
送
金
い
た
し
ま
し
た

■
暫

）

）

＼－■
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の

、
騰
L
．

↑
第
七
回
村
民
体
育
祭
開
か
れ
る

い
㍉
お
か
あ
さ
ん
、
が
ん
ば
っ
て
〃
ヲ

お
年
寄
り
や
こ
ど
も
た
ち
も
ま
じ
っ
て

中
学
校
校
庭
は
、
大
に
ぎ
わ
い
、
快
晴

に
め
ぐ
ま
れ
た
体
育
の
目
で
し
た
。

↓県営土地改良

　　　　事業はじまる

　47年度事業として、上押

切～三本、　下押切の一部

27．6ヘクタールの改良事業

が、いよいよ．はじめられま

した。

馨

↓
菊
づ
く
り
の
技
術
も
向
上

　
文
化
の
日
を
中
心
に
菊
の
花
の
展
覧

会
が
役
場
庁
舎
前
に
開
か
れ
、
村
内
愛

好
者
に
よ
る
立
派
な
作
品
で
、
審
査
員

も
と
ま
ど
う
ほ
ど
の
で
き
ば
え
で
し
た

　
　
　
　
　
　
　
篶
叢

牌
》
も
あ
な
た
は
こ

嘉
ご
’
》
㌔
～
《
ご
～
ど

うん

しな

ま場
　合
すζ

か～

ぜ
ひ
検
察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
詐
欺
、
お
ど
し
、
交
通
事
故
な
ど
、

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
て
、
警
察
や
検
察

庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件

を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。
ど
う
も

な
っ
と
く
で
ぎ
な
い
。
1
こ
ん
な
不

満
を
も
つ
て
い
る
か
た
は
い
ま
せ
ん
か

　
そ
う
い
う
か
た
は
、
そ
の
ま
ま
泣
き

裁判所起訴検察庁

起
訴
相
当

墾寂
昌7〕て

なっと

できな
被害者

で
え
ら
ば
れ
た
み
な
さ
ん
の
代
表
者
、

十
一
人
の
検
察
審
査
員
が
、
検
察
官
の

し
ご
と
の
や
り
か
た
を
審
査
す
る
た
め

の
制
度
で
す
。

　
ど
ん
な
し
ご
と
を
ず
る
と
こ
ろ
か

　
検
察
官
の
し
た
不
起
訴
処
分
の
よ
し

あ
し
を
審
査
す
る
の
が
、
お
も
な
し
ご

　
　
　
　
　
と
の
一
つ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
検
察
審
査
会
は
そ
の
た

　
　
　
　
　
め
に
、
検
察
官
の
つ
く
っ

　
　
　
　
　
た
不
起
訴
記
録
を
調
べ
た

／検察審査会＼

費藁員員員
“名の審査員

　奔’
　くじで選ばれる

申
立

寝
入
り
し
な
い
で
、
検
察
審
査
会
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
検
察
審
査
会
と
は

　
選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
し
て
、
く
じ

り
　
必
要
に
応
じ
て
証
人

を
呼
ん
だ
り
、
場
合
に
よ

つ
て
は
実
地
見
分
な
ど
も

し
て
議
決
を
し
ま
す
。

　
そ
の
議
決
を
参
考
に
し

て
、
検
事
正
が
事
件
を
起

訴
す
べ
き
だ
と
考
え
た
と

き
は
、
起
訴
の
手
続
き
が

と
ら
れ
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　’q“

手
続
ぎ
に
つ
い
て
は
熊
谷
市
宮
町
〒
繍

具
＋
八
番
地
の
検
察
審
査
会
霧
轟

』
難
難
哩
四
番
）
謙

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昭
和
四
十
七
年
度
募
金
結
果

ム療試千　板　小野須御樋樋下上上三成
目養験柴塩江賀薪春春押押新
計所場代　井　川原広田南北切切田本沢

　
　
二
六
、
二
七
〇
円

　
　
ニ
ニ
、
六
六
〇
円

　
　
　
六
、
八
八
○
円

　
　
　
九
、
六
七
〇
円

　
　
　
七
、
〇
七
〇
円

　
　
一
〇
、
二
五
〇
円

　
　
　
五
、
八
七
〇
円

　
　
二
五
、
一
五
〇
円

　
　
　
七
、
一
〇
〇
円

　
　
一
〇
、
九
〇
〇
円

　
　
二
二
、
二
七
〇
円

　
　
　
五
、
七
六
八
円

　
　
一
三
、
六
五
〇
円

　
　
　
二
、
0
0
0
円

　
　
　
八
、
〇
五
〇
円

　
　
　
一
、
一
〇
〇
円

　
　
　
一
、
一
五
〇
円

一
七
六
、
八
O
八
円

事
件
を
審
査
靴
は
”
　
㎜
…
㎜

申
し
立
て
振
費
捏
い
呈
せ
ん
纏
れ
る
吉
お
願
い
し
亨
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
日 献

血
互
助
会
に

　
　
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
わ
た
く
し
た
ち
は
、
い
つ
ど
こ
で
輸

血
を
必
要
と
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
と
き
、
献
血
手
帳
を
も
っ
て

い
れ
ば
、
き
れ
い
な
血
液
が
優
先
的
に

供
給
さ
れ
、
生
命
が
救
わ
れ
る
の
で
す

　
村
で
は
、
つ
ぎ
の
日
程
で
県
の
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
出
張
採
血
を

計
画
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
献
血
さ
れ

る
と
と
も
に
、
村
の
互
助
会
に
加
入
さ

場時
所1間

十
二
月
六
日
（
水
）

一
月
二
十
六
日
（
金
）

三
月
十
五
日
（
木
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

’
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コ
ン

ク
L
ル
に
大
挙
入
選

　
　
　
　
す
ば
ら
し
い
江
南
中
生
徒
の
作
文

　
国
語
教
育
の
重
要
性
が
叫
ば
れ

　
こ
ど
も
た
ち
の
創
作
力
を
伸
ば
す

作
文
は
、
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
　
こ
う
し
た
な
か
で
、
江
南
中
学

　
の
，
作
文
熱
は
特
に
高
く
、
こ
と
し

も
各
種
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し

　立

派
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

「
祖
母
と
私
の
心
」

　
　
　
　
　
知
事
賞
に
輝
く

　
　
　
　
　
関
ロ
良
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
る
九
月

郵
政
省
の
主

催
に
よ
る
第

十
一
回
全
国

児
童
・
生
徒

の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
次
代
を
に
な

う
小
中
学
生
に
対
し
て
、
簡
易
保
険
の

も
つ
相
互
扶
助
の
精
神
を
理
解
し
て
も

ら
い
、
あ
わ
せ
て
、
小
中
学
生
の
社
会

教
育
や
作
文
教
育
に
貢
献
し
よ
う
と
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　
全
国
か
ら
応
募
さ
れ
た
数
多
く
の
作

　
熊
谷
税
務
署
管
内
の
か
ず
多
く
の
優

秀
な
作
文
の
な
か
か
ら
、
一
位
に
長
倉

百
合
子
さ
ん
、
三
位
に
中
村
雅
文
君
、

佳
作
と
し
て
舟
橋
一
美
子
さ
ん
、
福
島

豊
君
と
、
そ
れ
ぞ
れ
本
村
中
学
二
年
生

文
の
な
か
か
ら
、
「
自
由
課
題
」
の
部

と
し
て
出
品
さ
れ
捻
三
年
の
関
口
さ
ん

の
作
文
「
祖
母
と
私
分
感
」
が
、
見
ご

と
に
知
事
賞
に
入
選
し
、
十
月
一
日
、

賞
状
と
賞
品
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

税
に
関
す
る
作
文

　
　
一
位
に
長
倉
さ
ん
が
入
選

　
次
代
を
に
な
う
少
年
層
に
、
広
く
納

税
知
識
の
啓
蒙
、
ひ
い
て
は
納
税
思
想

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
中
学
生
の
「
税

に
関
す
る
作
文
」
の
募
集
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
　
　
テ
レ
ビ
番
組

　
　
　
　
　
お
か
あ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　
こ
ど
も
を
取
り
ま
く
環
境
は
、
大
き

く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
学
校
で
の
勉

強
も
、
お
か
あ
さ
ん
の
頃
と
は
ず
い
ぶ

ん
違
っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
で
の
勉
強
の
さ
せ
方
で
、
お
困

り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
子
ど
も
の
、
も
の
の
考
え
方
が
理
解

で
き
ず
、
と
ま
ど
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
こ
ん
な
時
、
テ
レ
ビ
「
お
か
あ
さ
ん

ー
ノ

Ψ

）

の
勉
強
室
を

ぞ
ん
じ
で
す
か

の
勉
強
室
」
（
N
H
K
の
午
前
八
時
三

十
分
）
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
お
か
あ
さ
ん
の
も
つ
悩
み
や
問
題
に

つ
い
て
、
解
決
へ
の
糸
口
を
与
え
て
く

れ
る
で
し
ょ
う
。

　
※
放
送
時
間
と
内
容
の
予
定
は
、
下

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
午
後
五
時
か
ら
は
、
再
放
送
も
行
な

わ
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
い
ず
れ
か
の

時
間
に
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

講
舞
舞
毒
…
…
…

離
糠
聡
数
熱

文
と
L
て
推
薦
さ
れ
ま
し
塊
　
繍

耀
賎
鶴
鞭
長
倉
燃
…

12・1月の放送予定
1　　年 2・3年 4。5年 6　　年

月　　日

12・4
ねんど遊び
　一図工一

月．日

12・5
こどもの
心

目　日

12・6
わたしたちの
町昔と今一社会一

月　　日

12・
自然とくらし
　　一社会一

12・11
・えんぴつと
こども

12・12
動くおもちゃ

　～図工一
12・13
ふえた漢字
　一国語～

12・14 版　　　画

12・18 おとうさん 12・19
じようずに
話す一国語一

12・20 通　知　表 12・21
教育界の話
題から

12・25 シリーズ
　再放送 12・26 〃

〃
12・27 〃

〃
12・28 〃

〃

1・8
数めくりあ
がり～算数～

1・9 こどもの心
～詩を中心に一

1・10 目玉やき　一家庭一 1・4
こどもと正月

1・15 リズム教室　一音楽一
1・16 か　け　算 1・17

スポーツマン
シップー1精一1・11 式の研究

1・22 家鷲習 1・23 文　章　題 1・24
Xをっかって

　一算数一 1・18
家族会議

1・29教　ママの条件（仮 1・30
人形劇をつ
くる

1・31問題児の周辺 1・25
力のつりあい

　一理科一

放送される時問
　　時間
曜日
一午　随
8：30～9．00

　午　律
5：00～5．30

月 1　　年
詰峯校（再）

火 2・3年
麟濃（再）

水 4・5年 1　　年（再）

木・ 6　　年 2・3年（再）

金
テレビ
．ろう学校

4・5年（再）

土
ことばの
治療教室 6　　年（再）

）

㌧ノ

　
　
年
末
調
整
と

　
　
青
色
申
告
の
説
明
会

　
　
　
　
　
　
決
算
や
新
規
の

　
　
　
　
　
　
か
た
も
ど
う
ぞ

　
　
こ
と
し
も
年
の
瀬
が
近
づ
き
、
税
金

　
の
面
で
は
例
年
の
こ
と
な
が
ら
、
納
税

　
の
調
整
、
申
告
資
料
の
準
備
、
決
算
書

…
…
作
成
な
ど
、
大
詰
め
の
時
期
と
な
り
ま

。
し
た
。

　
　
そ
こ
で
、
つ
ぎ
の
と
お
り
説
明
会
が

　
開
か
れ
ま
す
か
ら
、
法
人
、
ま
た
は
個

　
人
で
従
業
員
を
雇
っ
て
い
る
事
業
主
、

　
ま
た
青
色
申
告
な
ど
さ
れ
る
か
た
は
、

　
い
ず
れ
か
の
時
間
に
出
席
の
う
え
、
説

　
明
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

　
源
泉
徴
収
の
年
末
調
整
と
、
給
与
支
払

　
報
告
書
の
提
出
事
務
の
説
明
会

　
・
1
2
月
1
日
　
午
前
9
時
3
0
分
よ
り

　
・
1
2
月
1
日
　
午
後
1
時
3
0
分
よ
り

　
・
場
所
は
熊
谷
市
民
ホ
ー
ル

　
青
色
申
告
者
の
昭
和
四
十
七
年
決
算
書

　
の
作
成
と
、
年
末
調
整
の
説
明
会

　
・
1
2
月
7
日
　
午
前
9
時
3
0
分

　
・
1
2
月
7
日
　
午
後
1
時
3
0
分

　
・
場
所
は
熊
谷
市
陳
列
館

　
青
色
申
告
の
開
始
を
来
年
か
ら
希
望
し

％　
て
い
る
か
た
の
記
帳
説
明
会

　
・
1
2
月
2
0
日
　
午
前
9
時
3
0
分

　
・
場
所
は
熊
谷
市
陳
列
館
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常
備
消
防
出
張

所
の
庁
舎
は
、
一

月
末
の
完
成
を
目

標
に
、
急
ピ
ッ
チ

で
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
四
月

に
発
足
し
た
熊
谷

地
区
消
防
組
合
（

熊
谷
市
、
妻
沼
町

大
里
・
江
南
村
）

の
事
業
に
よ
る
も

の
で
、
場
所
は
下

の
図
の
と
お
り
、
村
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ

た
り
ま
す
。

　
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階

建
、
延
面
積
は
三
百
四
十
五
・
六
平
方

癖
で
、
水
そ
う
付
消
防
自
動
車
一
台
、

固
定
と
移
動
式
の
無
線
機
を
そ
な
え
、

現
在
消
防
学
校
で
訓
練
中
の
職
員
も
あ

わ
せ
て
、
十
二
名
の
消
防
職
員
が
配
置

さ
れ
、
日
夜
交
替
で
勤
務
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
完
成
に
よ
り
、
現
在
の
消
防
団

と
あ
わ
せ
て
、
本
村
の
消
防
力
は
ま
す

ま
す
強
化
さ
れ
、
今
後
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

翅
摩
舎

　介

　　4
　△

　役場

地
区
で
、

て
お
り
ま
す
が
、

て
、
農
作
業
の
大
型
機
械
化
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
村
で
は
農
業
構
造
改
善
事
業

の
一
か
ん
と
し
て
、
自
立
経
営
農
家
の

育
成
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

た
び
、
米
麦
作
等
を
専
門
と
す
る
組
織

が
新
た
に
二
集
団
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
か
た
が
た
が
力
を
合
せ
て
、
国

や
村
の
助
成
を
う
け
て
写
真
の
よ
う
な

大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
二
台
を
購
入
し
、
農

業
経
営
の
合
理
化
を
は
か
る
た
め
に
、

一
集
団
に
大
型
上
ヌ
灘

　
　
　
利
用
申
し
　
込
み
は

農
業
の
近
代
化
を
は
か
る
た
め
、
各

　
　
　
　
ほ
場
整
備
事
業
が
行
な
わ
れ

　
　
　
　
　
　
こ
の
事
業
と
あ
わ
せ

→

　
寒
さ
が
加
わ
る
と
と
も
に
、
』
暖

房
器
具
の
使
用
が
激
し
く
な
り
、

火
災
の
危
険
も
増
大
し
て
き
ま
す

　
そ
こ
で
こ
と
し
も
、
火
災
の
多

く
な
る
時
期
を
迎

え
、
十
一
月
二
十

六
日
か
ら
七
日
間

全
国
一
せ
い
に
秋
の
火
災
予
防
運

動
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
「
な
れ
た
火
に
新

た
な
注
意
」
を
統
一
標
語
に
、
年

々
増
加
す
る
焼
死
者
を
へ
ら
す
た

め
、
ホ
テ
ル
や
デ
パ
ー
ト
な
ど
、

人
の
出
入
り
の
多
い
場
所
で
の
安

全
避
難
、
そ
れ
に
家
庭
で
の
火
災

予
防
と
し
て
、
次
の
点
を
重
点
目

な
れ
た
火
に
新
た
な
注
意

　
　
　
　
　
　
二
十
六
日
か
ら
秋
の
火
災
予
防
運
動

標
と
し
て
お
り
ま
す
。

・
た
ば
こ
の
投
捨
て
と
寝
た
ば
こ

は
や
め
ま
し
ょ
う

・
火
を
つ
か
う
場
所
の
安
全
を
確

認
し
ま
し
ょ
う

連
日
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
耕
う
ん
、
代

か
き
、
ド
リ
ル
播
き
、
病
害
虫
防
除
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
作
業
が
で
き
ま
す
か
ら

利
用
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
農
協
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
・
暖
房
器
具
は
正
し
く
使
い
ま
し

　
ょ
う

　
　
火
の
取
扱
い
に
は
一
人
ひ
と
り

　
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
消
防
鹸
畑
イ
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
次
の
と
お
り
点
．
∞
　

冒
2
具
土
）
特
別
点
検
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
木
の
葉
の
自
由

数
百

年
を
経

た
老
樹

が
大
地

を
お
お

う
よ
う

に
茂
っ

て
い
た

そ
の
樹

の
葉
た

　
　
　
　
グ
　
　
笥
心

　
　
　
〃
　
　
ρ
ξ

奪
撫

ち
は
思
っ
た
。

「
鳥
が
飛
び
、
犬
が
走
り
ま
わ
り
、

雲
さ
え
も
空
を
と
ん
で
ゆ
く
の
に
、

私
た
ち
だ
け
が
枝
に
と
ま
っ
て
い
る

と
は
、
何
と
つ
ま
ら
な
い
こ
と
だ
ろ

う
。
も
う
私
た
ち
も
大
人
な
ん
だ
か

ら
独
立
し
よ
う
。
い
つ
ま
で
も
こ
ん

な
老
い
ぼ
れ
の
枝
に
く
っ
つ
い
て
い

る
必
要
が
あ
ろ
う
か
…
…
」
と
、
て

ん
で
に
枝
か
ら
離
れ
た
。

》
　
そ
し
て
、
青
空
を
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
飛

　
び
、
畠
の
天
地
寛
学
こ
と
が

で
ぎ
た
。
が
、
そ
れ
も
つ
か
の
間
、

地
に
落
ち
る
と
、
掃
き
す
て
ら
れ
て

し
ま
っ
た
。
　
　
（
イ
ン
ド
民
話
）

　
　
し
っ
か
り
自
分
分
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を

　
み
つ
め
な
い
と
、
良
い
結
果
は
う
ま
れ
ま
せ

　
ん
。
し
ろ
ん
な
角
度
か
ら
ほ
ん
と
う
に
よ
く

　
考
え
て
み
る
こ
と
が
肝
要
で
す
ね
。



（8）

児
童
扶
養
手
当

該
当
さ
れ
る
方
は
請
求
を

　
　
　
こ
の
制
度
は
、
母
子
年
金
、
遺
族
年

　
、
金
な
ど
、
公
的
年
金
を
受
け
て
い
な
い

　
　
母
子
世
帯
、
ま
た
は
父
母
の
い
な
い
児

　
　
童
が
い
る
世
帯
に
対
し
て
、
扶
養
手
当

　
　
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　
　
　
・
父
が
死
亡
し
た
児
童
・
父
が
重
度
の

　
　
障
害
者
で
あ
る
児
童
・
父
が
引
続
き
一

　
　
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
児
童
・
父
の
生

　
　
死
が
不
明
の
児
童
・
父
が
一
年
以
上
拘

　
　
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
・
婚
姻
に
よ
ら
な

　
　
　
い
で
生
ま
れ
た
児
童
で
、
父
の
認
知
を

　
　
受
け
な
い
も
の

　
　
　
こ
れ
ら
の
こ
と
に
該
当
し
、
義
務
教

　
　
育
終
了
前
の
児
童
が
い
て
、
な
お
、
受

　
　
給
者
の
所
得
が
扶
養
家
族
五
人
の
場
合

　
　
二
百
九
万
円
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ど
の

　
　
所
得
制
限
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
該
当
す

　
　
る
と
思
わ
れ
る
方
は
住
民
課
ま
で
お
問

　
　
　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
な
お
、
こ
の
手
当
は
、
資
格
が
発
生

　
　
し
て
い
て
も
請
求
が
な
い
限
り
支
給
さ

　
　
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
公
給
領
収
書
を

　
　
　
　
受
け
と
り
ま
し
ょ
う

　
　
　
忘
年
会
、
新
年
会
、
正
月
旅
行
な
ど

　
　
と
こ
れ
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
て
は
、

　
　
外
で
飲
食
を
し
た
り
、
旅
館
や
ホ
テ
ル

　
　
　
に
泊
ま
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
日
　
5
　
2
　
月
　
11
　
年

　
4
7和

　
昭

・
んな，？

一
』報広

　
こ
ん
な
と
き
、
公
給
領
収
書
を
受
け

と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
店
に
預
け
た
税

金
が
正
し
く
県
に
纏
鋤
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
し
、
飲
食
や
宿
拍
の
明
細
を

知
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
す
。

　
会
計
の
と
き
に
は
、
か
な
ら
ず
公
給

領
収
証
を
受
け
と
り
ま
し
ょ
う
。

健
康
保
険
の

保
養
所
ー
三
峰
荘
へ

と
こ
ろ
　
秩
父
郡
長
瀞
町
長
瀞
五
九

　
　
　
　
電
話
は
〇
四
九
四
六
六
ー
一
〇
六
番

料
　
金
・
被
保
険
者
と
被
扶
養
者

　
　
　
　
　
一
泊
二
食
付
　
　
千
円

　
　
　
・
そ
の
他
　
〃
　
千
二
百
円

申
込
み
　
直
接
三
峰
荘
へ

主婦のパートと税金

一一放っておくとあとで面倒一

　最近、人手不足がもとで、あちこちで

主婦の・ぐ一トタイマーが大流行していま

す。働けば当然に相応の収入がある、収

入があると、税金はどうなるか。という

問題がおきてきます。そこで、この税金

にっいて要約すると、つぎのとおりです

▼主婦のパート収入が一年間の合計で

　318，000円より少ないとき・

　ご主人が配偶者控除を受けられるし、

またパート収入の税金もかかりません。

▼主婦のパート収入が一年間の合計で

　382，000円以上になるとき

　ご主人が配偶者控除を受けられなくな

るほか、さらにパート収入にも所得税が

かかります。

▼主婦のパート収入が一年間の合計で

　318，000円から382，000円までの間のと

　き

　ご主人が配偶者控除は受けられないが

パート収入の方は、税金がかかりません、

　くわしくお知りになりたい場合は、税

務署の源泉所得税担当部門に、声たずね

ください。電話は熊谷21－2905番です。

　　　　　　　　　　　〔熊谷税務署〕
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一

ち茎…

　
　
あ
耳
に

ひき肉どんぶり

　　　材料4人分

　ごはん…どんぶり4杯分

　ひき肉一…………一1509

　とうふ……・・…も…一・1丁

焼きふ一……一5～6コ

ねぎ・…・・太めのもの1本

　卵一・……・…………3コ

　焼きのり…………少々

　しようゆ・みりん
　　　　　各1／3カップ

　さとう…………大さじ3

化学調味料………少々

〔
作
り
方
〕

①
ふ
は
水
に
浸
し
て
柔
ら
か
く
な
っ
た

ら
、
水
け
を
絞
っ
て
七
ジ
角
位
の
さ
い

の
目
に
切
り
、
ね
ぎ
は
小
口
よ
り
一
弛
ン

位
の
斜
め
切
り
に
す
る
。

②
平
た
い
な
べ
に
水
カ
ッ
プ
一
と
、
分

量
の
調
味
料
を
煮
た
て
、
ひ
き
肉
を
入

れ
て
ほ
ぐ
し
な
が
ら
火
を
通
し
、
と
う

ふ
を
つ
か
み
つ
ぶ
す
よ
う
に
入
れ
、
ふ

と
ね
ぎ
を
入
れ
て
さ
っ
と
ひ
と
煮
た
ち

し
た
ら
、
溶
き
ほ
ぐ
し
た
卵
を
全
体
に

と
じ
る
よ
う
に
流
し
込
み
、
ふ
た
を
す

る
。
半
熟
程
度
に
な
っ
た
ら
火
を
消
し

て
蒸
ら
す
よ
う
に
す
る
。

③
ど
ん
ぶ
り
に
ご
は
ん
を
盛
り
、
②
を

汁
ご
と
た
っ
ぷ
り
か
け
、
上
か
ら
香
ば

し
い
も
み
の
り
を
散
ら
し
て
す
す
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
5

、
尋
、
楼
β
疇
　
“

電
気
の
む
だ
使
い
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

　
灯
火
親
し
む
候
と
な
り
、
照
明
に
暖

房
に
、
多
く
の
電
気
が
使
わ
れ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
不
用
な
あ
か
り
は
手

ま
め
に
消
す
な
ど
、
電
気
を
む
だ
な
く

使
う
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
電
気
消
費
の
む
だ
を
な
く
し
て
、
発

電
用
燃
料
の
減
少
を
通
じ
、
大
気
汚
染

の
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
東
京
電
力
〕

㎜
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

（
12
月
講
座
へ
ど
う
ぞ

M～　
県
で
は
、
み
な
さ
ん
に
よ
り
賢
い
消

～
費
者
に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
消

（｛
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す

ヤ
押
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
か
ら
、

～
希
望
者
は
三
日
前
ま
で
に
熊
谷
消
費
生

脇
活
セ
ソ
タ
ー
（
鎌
倉
町
、
鎌
倉
ビ
ル
ニ

ノ

（
階
⑭
二
三
ー
一
七
一
〇
）
へ
申
し
込
ん

｛
肉
で
く
だ
さ
い
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

【
煽
◎
生
活
教
室

’
7
日
　
食
品
添
加
物
の
毒
性
を
考
え
る

《（
1
4
日
　
主
婦
の
健
康
管
理

ハ

～
21
日
年
末
年
始
の
上
手
な
買
物
の
仕
方

～
｝
◎
【
日
教
室

》》
5
日
　
ホ
ッ
ト
カ
ラ
ー
を
考
え
る

、
1
2
日
　
着
物
の
着
つ
け
と
し
ま
い
方

岬一
伯
日
　
正
月
料
理
の
作
り
方
（
実
習
）

一
（
◎
場
所
熊
谷
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

｝
◎
時
間
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
3
0
分

．
監
，
ノ

ミ
、

）
と
じ

て
保
存

い
つ
か

い
た
し
ま
し
よ
う

お
役
に
立
つ
と
ぎ
が

あ
り
ま
す

）

）
；
［
モ




